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 本研究では，申請者らが SCSS の利用実験において開発したシングルショット電子分

光法を SACLA 利用に適用することを目的として磁気ボトル型電子分光器の開発を行っ

た。これと平行して SACLA において現有の磁気ボトル型電子分光器を用いた試験実験を

行った。この実験において現有の磁気ボトル型電子分光器は SACLA 利用においても十分

にその性能が発揮できており，（１）磁気ミラー効果により，7 keV もの電子を効率的

に捕集可能なこと，（２）阻止電場機構の導入により，800 eV 程度の電子を 10 eV の分

解能で観測可能なこと，（３）シングルショット計測により，各 FEL ショットの波長を

モニター可能であること，（４）ターゲット分子からの電子検出の妨げになるようなバ

ックグラウンド信号が検出されないこと，が確認できた。新しい装置の基本設計は既存

のものを完全に踏襲しているが，より高い分解能の実現を目的として装置の一部に改良

をほどこしている。SCSS 利用実験において，装置の高精度なアライメント方法やシン

グルショット計測回路等を確立しており，その技術をそのまま SACLA 利用実験に利用で

きる。装置は 2012 年 3 月末までに完成予定であり，SACLA 利用に先立って高強度近赤

外レーザー光を用いた調整実験を予定している。 

 


